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ミッション  



モビリティ人材育成事業

共創MaaS事業を受託し、2024年10月から12月
にかけて、富山大学堀田研究室と ITSJapanと共

同でこれからの地域交通を担う人材を育成する

事業(全6回)を実施しました

一般社団法人イドウラボ  

設立

事業

2021年2月

・移動・モビリティに関する課題を解決
する手法・プロジェクトの研究、立案及
び実行

・日本の地方に人材を呼び込むための
インバウンド関連施策の研究、立案及
び実行

本社 富山県南砺市（旧井波町）
本町３丁目４１  ２F

役員

実績

グリーンスローモビリティ実証事業

studio-Lと文化庁の補助事業を受託し、富山

県の井波地域内の移動において、グリーンス

ローモビリティ、シニアカー等を活用した実証

実験を実施しました。

富山県による交通モデル実証補助事業

富山県中山間地域等買い物弱者対策モデル実

証業務を受託し、2023 年 1、2 月に富山県の井

波・庄川地域において、「無料月金バス」を運行し

ました。

市民・小中学生移動需要調査

市民の目的別の日々の移動及び小中学生

の親御さんの送迎状況の OD調査実施のた

めのアンケート設計、集計、分析を実施しま

した。

国受託案件

自治体
受託案件

代表理事：岩瀬　直人
- 公共ライドシェアアドバイザー
- 早稲田大学創造理工学部社会環境

工学科都市・交通計画研究室  学士
- 元パシフィックコンサルタンツ

PPP/PFIマネジメント部

理事　　：島田　優平



活動地域

井波

南砺市の井波地域を中心に活動。井波は JRや高速道路が通っておらず、南砺市のなか
でも移動に不便な場所に位置する、人口 7,300人の地域。



特徴

・「日本遺産」認定地域

・外国人観光客の多い金沢・高山、日本遺産高岡と連

携しやすい立地

・井波彫刻は250年で800人以上の職人を輩出

　現在も100人以上の彫刻師が住まう

・唯一無二の集団として、名古屋城本丸御殿欄間や小

石川庭園唐門の復元などに携わる

インバウンド人気エリアに

囲まれた好立地と

唯一無二の「井波彫刻」

数字は2024年度の外国人観光宿泊者数

約84万人

※高山市約77万人

※富山県全体約25万人

井波地域は木彫刻の長い歴史を有し、日本遺産に認定されている



団体創設当初の取組
（2018年時点）
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１．ジソウラボが提案する井波のモビリティ

～トヨタモビリティ基金をきっかけとして構築した  4 つのプラン～

２．コミュニティ・ライド・サークル事業

３．自動運転シニアカー実証実験

団体創設当初の取組（ 2018年時点）

#
#
#
#
#


2018年度開催
　井波地域まちづくり検討会における意見

・これから高齢になったらどのように過ごしていけばいいのか？

・免許返納したいができない。

・井波は特に交通が不便だ

・井波地域には医療や福祉、ショッピングセンターが井波地域の街中

に集中している。井波地域内を循環できる交通がない。



井波地域が目指すまちづくりの方向性

① コンパクトで生活しやすいまちづくり

 ② 庁舎を中心とした複合交流エリアの整備

 ③ 日本遺産・井波の魅力発信

　（周遊観光動線の設定）



提言：コンパクトで生活しやすいまちづくり！

＜方策・具体的な取組＞

●地域全体を効率的に巡回するデマンド式ボランティアタクシー循環路線の運行

• 運営主体は小規模多機能自治、運転者は定年退職者等を想定

• 車両はワンボックス8人乗り程度

• ポイント制（地域通貨、なんとポイント等）導入も検討

［想定経路・主要停車ポイント］

アスモ、市民病院（地域包括ケアセンター）、庁舎跡、交通広場、地域内各地区

（＋小中学校、八日町通り、瑞泉寺、木彫りの里 など）

→ 適切なルート設定と運用で免許返納者･高齢者･買い物弱者などの交通弱者を支援

※具体的な運行形態やルート等については､担い手(事業者・ボランティア)と利用者(地域
住民)､行政を交えた検討組織で協議検討していく。



＜地域で取組むこと＞
　・庁舎利用後の複合交流施設の運営管理
　・デマンド式ボランティアタクシーの確立
　・産地直送販売網の確立

＜行政に望む支援＞
• 防災機能を併せ持った総合文化センターの運営継続
• 地域内公共交通網の整備にあたっての補助（車両整備費、通
信環境等）

• 市営バスの運行（他地域への円滑な移動のため地域内循環線
と調整）

＜この取組によって解決できる課題＞
・地域内での多世代交流の促進
・元気な高齢者のまちづくりへの参画
・町部と村部をつなぐ仕組みで地域内経済の循環と活性化を両立



2018年　アメリカポートランドへ視察

レンタルサイクル　スタンド

バスは自転車も運ぶ

自家用有償運送　リフト

ライトレール



• 既成公共交通機関の利用促進

• 高齢者等、交通弱者への移動手段提供と生活活性化促進

• エネルギー自給による公共車両EV化による低炭素社会へ
の貢献

• 地域内に細やかな移動の仕組みを地域の人々が自らつく
り、運営することで個人にできる

• 公共意識の強化とコミュニティーの活性化

• 観光事業への貢献

「井波地域の持続可能な交通網づくり協議会　準備会」

「自然豊かな日本遺産井波のまちなみに、
　　　　　地域資源で走る持続可能な公共交通網づくり」

2020年　「井波モビリティ協議会設立」
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ジソウラボが提案する井波のモ
ビリティ

～ ４つのプラン～
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コミュニティ・ライド・サークルの当初の計画
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「地域内で形成された目的別コミュニティサークルのヒッチ

ハイキングシス  テム。アプリ等を用いて、マイカーシェアリ

ングのマッチングを行う。」

► 買い物、通院、通勤、飲み会、サロンなど、行き先別に

相乗りのコミュ ニティを作り、同じような時間に移動する

人をヒッチハイクする計画



井波モビリティ協議会における議論

運転の安全性について

► 「一般ドライバーが運転する車に人が乗ることは危険である。」

► 「講習を受けたドライバーのみが運転するべきである。」

このような経緯から、ボランティア運転手を募って、

警察の交通安全指導を受けたドライバーのみ運転することに
なった。
また、その場合、
行き先別コミュニティごとに十分な運転手が確保できないことか

ら、 コミュニティに関わりなく、相乗りを行うことになった。



► ボランティア運転手の任意保険で相乗りを行なった場合、相乗

りを行なっている際の事故が担保されない可能性が大きいこと

を、トヨタ・モ  ビリティ基金から指摘された。
▶ 通常の任意保険は、日常・レジャー、通勤・通学、業務の 3 つに使

用目的 が区分されているが、相乗り事業はこれらのどれにも当た

らない。

► 今回の事業では、損害保険ジャパン株式会社の「移動支援

サービス専用  自動車保険」に加入している。

► 保険料は次の通り

車両保険あり  1,700 円（／日・台）1)

車両保険なし  400 円（／日・台）

相乗りする場合の保険について



＜成果＞

・地域における交通について議論を深めていく座組ができた。（協議会）

・自家用車を活用するには多くのハードルがある。（保険、費用）

・ただちに、現状交通にどうしようもなく困っている人は少ない。

・移動の目的が明確なところから交通の対策を実施していくことが効果的

　（お年寄りサロン、買い物、子どもの通学、習い事）

・地域交通事業者との連携で、より安全・安心・使いやすい料金・持続的な仕組みをつくっていく
必要がある。

・システムに頼ると利用しにくい。

・コロナ禍においては、コミュニティの関係性を築くのが思いのほか難しい

＜課題＞

・公共交通機関、行政、民間の活力と地域の連携による法的課題の解決

・目的や外出したいと思う目的づくり（コミュニティの形成）

・子育て世代への交通支援（生活様式の多様化、選択肢の提示）

・継続的な交通への取組みと考え

実証成果と課題（2022年時点）



直近の取組



直近の取組（ 2022~2025）

市をまたぐ交通ルートや新モビリティの実証運行、大学と連携した人材育成、南砺市内
の小中学校や地域団体の協力のうえでのデータ収集・分析など幅広く取組を実施

①実証運行
-富山県による交通モデル実証補助事業【富山県】
-グリーンスローモビリティ実証事業 【文化庁】

②人材育成
-モビリティ人材育成事業 【国交省】

③ODアンケートデータ収集・分析
-南砺市民・小中学生移動需要調査【南砺市】



直近の取組

富山県による交通モデル実証補助事業  

富山県中山間地域等買い物弱者対策モデル実証業務を受託し、 2023 年 1、2 月に富山
県の井波・庄川地域において、「無料月金バス」を運行。 2023.1~2月の月曜、金曜： 16日
間を無償で運行し約 230名が乗車。翌年も有償で継続して検証を実施。



直近の取組

グリーンスローモビリティ実証事業  

studio-Lと文化庁の補助事業を受託し、富山県の井波地域内の移動において、
グリーンスローモビリティ、シニアカー等を活用した実証実験を実施。 2023年10月：11日
間の運行で約 120名が乗車



直近の取組

モビリティ人材育成事業  

共創MaaS事業を受託し、 2024年10月から12月にかけて富山大学堀田研究室と
ITSJapanと共同でこれからの地域交通を担う人材を育成する事業 (全6回:現地視察及
びワークショップ )を実施。総勢 90名の社会人や学生が参加



直近の取組

南砺市民・小中学生移動需要調査  

市民の目的別の日々の移動及び小中学生の親御さんの送迎状況の OD調査実施のた
めのアンケート設計、実施し集計・分析を実施

買い物

通院

通勤

余暇

健康増進

夜間

部活・クラブ等の移動、送迎

移動の目的

いつ？

どのような手段で？

どれくらいの頻度で？

質問例

相乗りサービス利用する？

課題は？



直近の取組

佐賀県武雄市共助版ライドシェア視察  

全自連のライドシェア研修の一環として、 2025年1月に佐賀県武雄市における
共助版ライドシェアの視察に訪問

出典:https://zenjiren.or.jp/takeo_202411/



現在の取組



現在の取組

井波モビリティセンター基本計画策定

井波地域のショッピングセンター「アスモ」を中心とした公共交通網の再設計に向けて、
民間主導での地域発のモビリティセンター基本計画策定を進行中



現在の取組

本物の日本文化を体験する観光拠点整備事業（ ACEプログラム）

文化庁によるACEプログラムの事業の一環として、ゾーン間を回遊するラストワンマイル
の地域内モビリティの導入を検討中

図_モビリティセンター基本計画の参考イメージ
出典:https://www.city.saga.lg.jp/site_files/file/2025/202507/p1iv1tkd3trjc1va415641bli5gbc.pdf



End of the file


